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令和３年度 評価の総括（実績見込） 

１ 電気事業 

経営目標については、融雪出水を活用したことなどから供給電力量及び経常収支比率

の目標を達成する見込みです。また、簗川発電所については運転開始後の出水率が低調

であったことから、新規開発・再開発による供給電力量の目標は未達となる見込みで

す。 

取組内容については、計画どおり、令和３年７月に簗川発電所の営業運転を開始しまし

た。また、令和３年 12 月に非 FIT 水力発電所の次期売電契約を締結し、適正な売電価格

を確保しました。なお、一部の部品納入に遅れが生じたため、稲庭高原風力発電所の営業

運転開始については、令和４年７月となる見込みです。 
 

指標一覧（実績見込） 

(１) 「運転年数 100 年」を実現するための基盤づくり R3目標値 実績見込 達成度 

 供給電力量(百万 kWh) 536 (555) A 

経営目標 発電所建屋等の耐震化率(％) 100 (95) B 

 電力土木施設の耐震診断進捗率(％) 86 (86) A 

取組内容 成果状況：11 項目中 a  8 項目(73％) b  3 項目(27％) c なし 
 

 

(２) 再生可能エネルギーの維持拡大 R3目標値 実績見込 達成度 

経営目標 
新規開発・再開発による供給電力量 

(千 kWh) 
7,757 (6,234) B 

取組内容 成果状況：6 項目中 a  ３項目(50％) b  ３項目(50％) c なし 
 

注）達成度：実績値 / 目標値 × 100 A：100%以上、B：80%以上 100%未満、C：60%以上 80%未満、D：60%未満 

注）成果状況    a：目標とした成果を達成した b：(複数の取組目標を設定している場合)a 判定のものと c 判定のものが両方ある場合 

c：目標とした成果を達成できなかった 
 

【主な成果等】 

(1) 「運転年数 100 年」を実現するための基盤づくり 

安定供給の目安となる供給電力量の目標達成に向けて、計画的な施設の修繕・改良に取

り組んでおり、予定している取組については、概ね計画どおり進めました。 

故障対応等の迅速化や巡視点検の効率化を図るため、自走式巡視ロボットなど IoT 機器

の実証試験に取り組みました。 

発電所建屋等の耐震化については、今年度予定していた２つの発電所のうち、御所発電

所の工事が完成しました。また、仙人発電所については入札不調となったため、現在再公

告を行っています。 

新型コロナウイルス感染症感染拡大への対応として、運転当直員が感染した場合でも電

気の安定供給を確保できるよう、集中監視制御システム（24 時間運転監視）の操作室を別

建屋に増設しました。 

 

(３) 経営環境の変化に対応した安定経営 R3目標値 実績見込 達成度 

経営目標 経常収支比率(％) 124 （125） A 

取組内容 成果状況：6 項目中 a ６項目(100％) b なし c なし 

資料１－１ 

※下線部は令和 3 年度第 2 回経営評価委員会（11/16）からの変更箇所 
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(2) 再生可能エネルギーの維持拡大 

簗川発電所については、計画どおり、建屋工事及び水車発電機等据付工事が完成し、7

月 1 日に営業運転を開始しました。 

稲庭高原風力発電所については、11 月に既設風車の撤去を完了し、12 月に新風車の組

立を行いました。なお、世界的な新型コロナウイルス感染症感染拡大及び半導体不足の影

響により、営業運転に必要な海外製一部部品の納入に遅れが生じたことから、令和３年度

内としていた運転開始時期は、令和４年７月となる見込みです。 

胆沢第二・入畑発電所の再開発事業に係る固定価格買取制度認定については、令和４年

３月の認定となる見込みです。 

 

(3) 経営環境の変化に対応した安定経営 

適正な収入の確保に向け、電力自給率の向上、安定経営、地域貢献を基本方針とした公

募型プロポーザルを実施し、12 月に電力供給契約を締結しました。また、令和７年度の容

量市場に参加し、企業局が応札した全ての容量を約定しました。 

 

【主な課題と今後の対応】 

入札不調により再公告中の仙人発電所建屋等の耐震化については、令和４年度の完成を

目指し、工事の進捗管理に努めます。 

稲庭高原風力発電所については、令和４年７月の運転開始に向け、実施可能な工事を先

行して進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3 

２ 工業用水道事業 

経営目標については、北上ろ過施設において漏水事故が発生したため、供給停止件数

の目標は未達となりました。また、計画策定時に見込んだ給水収益を若干下回ったこと

から、経常収支比率の目標は未達となる見込みです。 

 取組内容については、新浄水場及び取水口の建設事業など概ね計画どおり進捗しまし

た。 

指標一覧（実績見込） 

(１) 良質な工業用水の安定供給 R3 目標値 実績見込 達成度 

経営目標 供給停止件数(件/年) 0 (1) D 

取組内容 成果状況：10 項目中 a  9 項目(91％) b  1 項目(9％) c なし 
 

 

(２) 新たな水需要への対応 

取組内容 成果状況：1 項目中 ａ １項目(100％) ｂ なし ｃ なし ※経営目標・参考指標設定なし 
 

(３) 安定的な事業運営 R3 目標値 実績見込 達成度 

経営目標 経常収支比率(％) 107 (106) B 

取組内容 成果状況：5 項目中 a ５項目(100％) b なし c なし 

注）達成度：実績値 / 目標値 × 100 A：100%以上、B：80%以上 100%未満、C：60%以上 80%未満、D：60%未満 

※供給停止件数については、目標値を達成した場合は A、達成しなかった場合は D 

注）成果状況    a：目標とした成果を達成した b：(複数の取組目標を設定している場合)a 判定のものと c 判定のものが両方ある場合 

c：目標とした成果を達成できなかった 

 
 

【主な成果等】 

(1) 良質な工業用水の安定供給 

新型コロナウイルス感染対策や職員が罹患した場合の管理体制について整理するな

ど、適切な保守管理の実施により、安定供給に努めました。 

北上ろ過施設の漏水事故の本復旧工事については、今年度内に完成する見込みです。 

(2) 新たな水需要への対応 

新浄水場及び取水口の建設事業など概ね計画どおり進めました。 

(3) 安定的な事業運営 

ユーザー企業の水需要の動向を踏まえ、金ケ崎ろ過施設のダウンサイジングによる経

費の縮減に向けて、設計準備を進めました。 

契約水量の維持・増量に向けた取組として、ユーザー訪問による使用水量の動向など

についての情報交換や今後の需要量の調査を行いました。 

 

【主な課題と今後の対応】 

新たな水需要への対応について、令和５年４月からの一部給水開始に向けて、北上市

や受水企業などとの調整を行いながら、整備を進めていきます。 

新型コロナウイルス感染症の影響など、ユーザー企業の実使用水量の動向に注視して

いきます。 
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３ 組織力向上と地域貢献 

経営目標については、新規資格取得者数の目標を達成する見込みです。また、新型コ

ロナウイルス感染症感染拡大の影響により、一部の植樹活動が中止となったことなどか

ら、温室効果ガス削減量の目標は未達となる見込みです。 

取組内容については、次期売電契約締結に伴い、次年度以降のいわて復興パワーや

CO2フリーの電力を供給する取組について検討するなど、概ね計画どおり進捗しまし

た。 
 

指標一覧（実績見込） 

(１) 組織力向上 R3目標値 実績見込 達成度 

経営目標 

※計画期間(R2～R5)累計 

第二種電気主任技術者 

新規資格取得者数 (人) 
3 (5) A 

第一種ダム水路主任技術者 

新規資格取得者数 (人) 
1 (1) A 

取組内容 成果状況：11 項目中 a  10 項目(91％) b  1 項目(9％) c なし  
 

(２) 地域貢献 R3目標値 実績見込 達成度 

経営目標 地域貢献事業による温室効果ガス削減量 

(t 以上/年) 
120 以上 (114) B 

取組内容 成果状況：6 項目中 a  6 項目(100％) b  なし c なし 
 

注）達成度：実績値 / 目標値 × 100 A：100%以上、B：80%以上 100%未満、C：60%以上 80%未満、D：60%未満 

注）成果状況    a：目標とした成果を達成した b：(複数の取組目標を設定している場合)a 判定のものと c 判定のものが両方ある場合 

c：目標とした成果を達成できなかった 
 

【主な成果等】 

(1) 組織力の向上 

第二種電気主任技術者の資格は２名、第一種ダム水路主任技術者の資格は１名取得する

見込みです。 

リクルート活動の一環として、県内の学校に企業局職員を講師として派遣し、業務説明

を行いました。 

ワーク・ライフ・バランスの確保や働きやすい職場環境の実現に向け、「企業局働き方

改革ロードマップ」を策定しました。 

企業局施設カードの配布及び施設見学者の受入れについて、令和２年 12 月より休止し

ていましたが、国内における新型コロナウイルス感染症感染拡大状況が減少傾向にあるこ

とを踏まえ、令和４年１月から全面的に再開しました。 

 

(2) 地域貢献 

いわて復興パワーによる電気料金の割引を継続するとともに、企業局の水力発電所で発

電した CO2 フリーの電力を利用する企業等が 41 件に拡大する見込みです。 

温室効果ガスの削減目標の達成に向けて、9 件のクリーンエネルギー導入支援事業、13

件の植樹活動支援事業を実施しました。 
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【主な課題と今後の対応】 

第二種電気主任技術者や第一種ダム水路主任技術者の資格取得に向けて、局内の支援・

奨励による取得者数の更なる確保・育成を目指します。 

いわて復興パワーによる電気料金の割引や CO2フリーの電力を供給する取組については、

次期売電契約の相手方と協議・調整を行い、令和４年度からの取組の継続及び参加事業者

の拡大に向けた検討を行います。 

植樹活動支援事業については、温室効果ガスの削減目標の達成に向けて、令和５年度の

全国植樹祭に向け農林水産部と連携するなど、次年度以降に向けた取組を進めていきます。 

 



令和 3 年度 経営評価総括表 [実績見込］ 

1 

１ 電気事業 

（取組の方向性）(１)「運転年数 100 年」を実現するための基盤づくり 

経営目標、参考指標の状況 
 

経営目標  1/4 2/4 上半期 3/4 4/4 年間 達成度 

供給電力量(百万 kWh) 計画 219 115 333 72 130 536 

A  実績 235 120 355 92 (108) (555) 

 達成率 108％ 104% 106％ 127％ (84％) (104％) 

発電所建屋等の耐震化率(％) 計画 90 90 90 90 100 100 
B 

 実績 90 90 90 90 (95) (95) 

電力土木施設の耐震診断進捗率(％) 計画 73 73 73 73 86 86 
A 

 実績 73 73 73 73 (86) (86) 
 

参考指標（H22-30 平均） 参考値 1/4 2/4 上半期 3/4 4/4 年間 

[参考]水力発電所の供給停止件数(件/年) 3 1 2 3 1 (0) (4) 

[参考] 〃 の供給停止時間(時間/年) 68 2 4 5 846 (0) (851) 

[参考]  〃  の供給停止電力量(百万 kWh/年) 0.055 0.005 0.038 0.042 0.338 (0) (0.380) 

注）達成度：実績値 / 目標値 × 100 A：100%以上、B：80%以上 100%未満、C：60%以上 80%未満、D：60%未満 

【特記事項】 

1) 供給電力量については、令和３年度の水力、風力、太陽光合計の供給電力量は 555 百万 kWh、達成率は 104％と計画

値を上回る見込みです。 

・水力発電については、出水率が低調な時期がありましたが、出水量の多かった前年度 2・3 月分の貯水を活用したことなどにより、

供給電力量の達成率は 103％と計画値を上回る見込みです。 

・風力発電については、平均風速が 99％と平年並みであったことなどから、供給電力量の達成率は 105％と計画値を上回る見込みで

す。 

・太陽光発電については、平均日射量は 98%となり、供給電力量の達成率は 121％と計画値を上回る見込みです。 

・水力発電所の供給停止については、北ノ又第二発電所、簗川発電所、仙人発電所及び入畑発電所の計４件発生しました。 

2) 発電所建屋等の耐震化については、御所及び仙人発電所建屋の耐震化を進めており、御所発電所については現地施工

を進め、２月に完成する見込みです。仙人発電所については、令和４年度に予定する仙人発電所水車発電機分解点検補

修等工事で使用する天井クレーンの改修工事を優先して実施することとしたため、今年度の耐震化率は 95％にとどまる

見込みです。 

3) 電力土木施設の耐震診断については、岩洞第一発電所の委託契約を締結し、診断業務を進めています。今年度末には

計画どおり 86%となる見込みです。 

 

取組内容の進捗状況 
 

  取組内容 進捗 成果   取組内容 進捗 成果 

① 
ア 年度別事業実施計画に基づく修繕・改良等の実施  b ③ ア 新技術の導入  a 

 イ 電力土木施設等長寿命化対策  a  イ 発電所遠方監視制御装置の IP 化  a 

 ウ 耐震化計画の推進  b ④ ア 農業用水の安定供給に向けた機能維持  b 

② ア 適切な保守作業の実施  a  イ 河川管理者等との連携  a 

 イ 風水害に備えた点検の重点化  a  ウ 発電所共同運転事業者との連携  a 

 ウ マニュアル等の見直し  a      

注）成果状況 a：目標とした成果を達成した b：(複数の取組目標を設定している場合)a 判定のものと c 判定のものが両方ある場合 

c：目標とした成果を達成できなかった 

 

 

 

資料１－2 

※下線部は令和 3 年度第 2回経営評価委員会（11/16）からの変更箇所 
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【特記事項】 

① 施設の強靱化及び大規模災害への備え 

1) 電力土木施設の長寿命化対策に関する検討会議を４回開催し、電力土木施設の点検周期、耐震化スケジュール等に

ついて協議しました。 

2) 松川発電所水車発電機分解点検補修等工事について、世界的な半導体の供給不足の影響により施工期間の見直しが

必要となったため、令和６年度の完成予定に計画を見直しました。 

3) 仙人発電所建屋等の耐震化については、今年度中に契約を締結する予定でしたが、入札不調となったため、現在再

公告を行っています。 

4) 施設総合管理所大物倉庫等建替工事について、建築確認審査に時間を要したことにより、工事発注手続きが遅れた

ため、今年度は工事契約締結までを行う予定です。 

5) 県南施設管理所増築工事について、今年度の完成を予定していましたが、地盤改良にかかる工法の変更が必要とな

ったため、令和４年度の完成予定に計画を見直しました。 

 

② 適切な保守管理 

1) 年間スケジュールに基づき工事等に伴う河川法手続き及び協議を実施しました。 

2) 計画的な保守作業の実施に向け、巡視点検及び定期点検におけるトラブル事例についての課内研修を実施するなど

安全な点検作業の実施について理解を深めました。 

 

③ 新技術の導入 

1)  IoT・AI 技術の活用については、柏台発電所、岩洞第一発電所及び四十四田発電所において、既存の集中監視制御

システムでは遠隔監視していない信号の取得、アナログメータのデジタルデータ化、水車振動等の異音検知、自走式

巡視ロボットなど IoT 機器の実証試験を実施しました。また、技術担当課長会議の特定課題検討グループにおいて、

故障対応の迅速化や巡視点検効率化といった実証の効果について確認を行ったほか、水車等の異常を早期検知する方

法について情報収集を行いました。 

2) 簗川発電所の営業運転開始とともに、IP 回線を活用した遠方監視制御システムの運用を開始しました。 

 

④ 農業用水の安定供給、共同事業者との連携 

1) 岩洞ダム共有施設の改良工事（国営岩手山麓農業水利事業）について、岩手山麓農業水利事業所と工事の実施時期

等について協議を行い、事業の進捗状況等を確認しました。 

2) 胆沢第二発電所の農業用水に係る共有施設の改修工事について、共同事業者である東北農政局及び県農林水産部と

協議(5/13)し、今後の進め方について確認しました。また、改修工事に係る設計業務委託について検討を進め、改修

工事にかかる計画をまとめました。 

3) 胆沢第二発電所の若柳堰堤ゲート自動制御更新工事について、令和３年度内に操作卓の完成を予定しておりました

が、世界的な新型コロナウイルス感染症感染拡大及び半導体不足の影響により操作卓の製作に遅れが生じたため、完

成は令和 4 年度となる見込みです。 

 

主な課題と今後の対応 

① 施設の強靱化及び大規模災害への備え 

1) 施設の計画的な修繕・改良の実施に向け、工事、委託等の発注管理、進捗管理に努めます。 

2) 松川発電所水車発電機分解点検補修等工事について、令和６年度の完成を目指し、工事の発注手続きを進めます。 

3) 入札不調により再公告中の仙人発電所建屋等の耐震化について、令和４年度の完成を目指し、工事の進捗管理に努

めます。 

4) 施設総合管理所大物倉庫等建替工事について、令和４年度の完成を目指し、工事の進捗管理に努めます。 
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5) 県南施設管理所増築工事について、令和４年度の完成を目指し、工事の進捗管理に努めます。 

 

② 適切な保守管理 

1) 河川法手続きについて、工事等のスケジュールに合わせて、適宜手続きを進めます。 

 2) 電力の安定供給のため、引き続き、各発電所におけるリスク等の情報共有などに取り組み、巡視点検や定期点検等

に活かしていきます。 

③ 新技術導入 

1) 電力の安定供給を目的として、保守の効率化に関する IoT 機器の実証試験をメーカーの協力により実施し、新技術

導入に向けた効果の確認や課題の整理等を行います。 

④ 農業用水の安定供給、共同事業者との連携 

1) 岩洞ダム共有施設の改良工事については、引き続き、東北農政局と、工事の進捗状況等について協議・調整を行

い、令和 8 年度の事業完了を目指します。 

2) 胆沢第二発電所の農業用水に係る共有設備の改修工事については、設計業務委託成果に基に実施スケジュールをと

りまとめ、東北農政局、県農林水産部及び土地改良区と協議を進めます。 

3) 胆沢第二発電所の若柳堰堤ゲート自動制御更新工事については、引き続き操作卓の製作を進め、令和４年 10 月か

らの現地据付工事を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・供給電力量電源別内訳、気象データ、供給停止件数の過去平均と原因別比較 

・発電所建屋等の耐震化工事箇所数、電力土木施設の耐震診断箇所数 

・電力料収入、収入、支出の状況 

上記については補足説明資料のとおり 
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１ 電気事業 

（取組の方向性）(２)再生可能エネルギーの維持拡大 

経営目標、参考指標の状況 
 

経営目標  1/4 2/4 3/4 4/4 年間 達成度 

新規開発・再開発による供給電力量 計画 0 2,956 2,495 2,306 7,757 
B 

(千 kWh) 実績 0 1,850 2,304 (2,080) (6,234) 

注）達成度：実績値 / 目標値 × 100 A：100%以上、B：80%以上 100%未満、C：60%以上 80%未満、D：60%未満 

【特記事項】 

1) 新規開発については、7 月 1 日に簗川発電所が営業運転を開始しました。 

 ・供給電力量については、年間の出水率が低調であったことや、ダムの点検作業等により発電停止したことなどから、

実績値は計画値を下回る見込みです。 

2) 再開発については、稲庭高原風力発電所の営業運転開始に向け、既設風車の撤去及び新風車の組立を進めました。 

 

取組内容の進捗状況 
 

  取組内容 進捗 成果   取組内容 進捗 成果 

① ア 簗川発電所の建設  a ② ア 胆沢第二発電所の再開発(令和２～８年度)  b 

 イ 新規開発に向けた調査等  a  イ 入畑発電所の再開発(令和２～７年度)  b 

      ウ 稲庭高原風力発電所(令和２～３年度)  b 

      エ 再開発の検討  a 

注）成果状況 a：目標とした成果を達成した b：(複数の取組目標を設定している場合)a 判定のものと c 判定のものが両方ある場合 

c：目標とした成果を達成できなかった 

【特記事項】 

① 新規開発の推進 

1) 簗川発電所の建設については、建屋工事及び水車発電機等据付工事が完成し、６月に有水試験を実施し、河川法完

成検査（6/25）及び電気事業法使用前自主検査（6/28、29）の合格により、７月１日より営業運転を開始しました。 

また、７月 18 日に、盛岡広域振興局土木部と合同で簗川ダム・簗川発電所竣工式を開催しました。 

2) 新規開発に向けた調査については、既存資料の再精査のほか現地調査を進めました。また、南本内地点ほか１地点

において、流量観測調査を進めました。 

 

② 再開発の推進 

1) 稲庭高原風力発電所については、11 月に既設風車の撤去を完了し、12 月に新風車の組立を行いました。 

なお、世界的な新型コロナウイルス感染症感染拡大及び半導体不足の影響により、営業運転に必要な海外製一部部 

品の納入に遅れが生じたことから、令和３年度内としていた運転開始については、令和４年７月となる見込みです。 

2) 胆沢第二・入畑発電所の再開発については、11 月に固定価格買取制度の認定に必要な一般送配電事業者との系統連

系契約が成立し、同月、固定価格買取制度の申込みを行うなど、概ね計画どおりに進捗しました。なお、令和４年３

月に固定価格買取制度認定となる見込みです。 

3) 胆沢第二発電所の代替放流設備設置工事について、詳細設計に基づく工程の見直しを行い、令和４年３月に契約を

締結する見込みです。 

4) 再開発の検討については、既設水力発電所の再開発の可能性に関する検討を進めました。 
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主な課題と今後の対応 

① 新規開発の推進 

1) 簗川発電所の建設については、営業運転開始後の適切な維持管理に努めていきます。 

2) 新規開発に向けた調査のため、開発候補地点の現地調査や関係機関への現状調査を実施します。 

 

② 再開発の推進 

1) 稲庭高原風力発電所については、令和４年７月の運転開始に向け、実施可能な工事を先行して進めていきます。 

2) 胆沢第二・入畑発電所については、電気設備の更新に係る詳細設計を進めていきます。 

3) 胆沢第二発電所の代替放流設備設置工事については、農業用水の供給に支障が生じないよう、令和５年度の既設水

車発電機等撤去工事の開始までの完成を目指します。  
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１ 電気事業 

（取組の方向性）(３)経営環境の変化に対応した安定経営 

経営目標、参考指標の状況 
 

経営目標 目標(%) 実績(%) 達成度 

経常収支比率 124 （125） A 

注）達成度：実績値 / 目標値 × 100 A：100%以上、B：80%以上 100%未満、C：60%以上 80%未満、D：60%未満 

【特記事項】 

経常収支比率は、当初予定していた委託費や修繕費の減などにより、125%となり目標を達成する見込みです。 

取組内容の進捗状況 
 

  取組内容 進捗 成果   取組内容 進捗 成果 

① ア 適正な売電価格の確保  a ② ア 業務の効率化  a 

 イ 供給電力量の向上に向けた取組  a  イ 経費の平準化  a 

 ウ 地域新電力との協働・連携  a ③  電力の新たな付加価値の検討  a 

注）成果状況 a：目標とした成果を達成した b：(複数の取組目標を設定している場合)a 判定のものと c 判定のものが両方ある場合 

c：目標とした成果を達成できなかった 

【特記事項】 

① 適正な収入の確保 

1) 非 FIT 水力発電所の次期売電契約の締結に向け、電力自給率の向上、安定経営及び地域貢献を基本方針とした公募

型プロポーザルを実施し、契約候補者を選定しました。また、契約候補者との協議を経て、12 月に電力供給契約を締

結しました。これにより、非 FIT 電源による適正な売電価格を確保しました。 

2) 令和７年度の容量市場への参加に向け、電力広域的運営推進機関が行う説明会への参加や情報収集を行い、10 月に

応札容量の登録を行いました。その結果、企業局が応札した全ての容量が約定となり、容量市場からの適正な収入を

確保する見込みです。 

3) 大規模災害や新型コロナウイルス感染症等により、通常の故障対応が不可能な場合における発電所別故障対応に関

する考え方（優先順位）について、特定課題検討グループによる検討を進め、大規模災害や新型コロナウイルス感染

症等の条件下における発電所別故障対応に関する考え方の取りまとめを行います。 

4) 現在の電力供給契約における東北電力㈱のプロポーザル提案事項である技術交流会を開催し、点検周期の延伸など

について情報交換しました。 

5) 非 FIT 電源の非化石証書について、電力供給契約に基づき、毎月の電力量認定及び契約先への証書の受け渡しを適

切に行いました。 

 

② 経営の効率化 

1) 技術担当課長会議で「IoT・AI 技術の活用」を特定課題に選定し、特定課題検討グループにおいて、岩洞第一発電

所等で実施中の IoT 機器実証試験の推進や評価検証、昨年度未着手であった予兆診断や AI 技術等に関する検討を行

い、新技術を保守業務等に活用したイメージの取りまとめを行います。 

2) 年度別事業実施計画（10 か年計画）について、令和３年度版を策定し、収支の平準化を図りました。 

 

③ 電力の新たな付加価値の検討 

1）国等の動向を注視しながら情報収集に努めました。 
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主な課題と今後の対応 

① 適正な収入の確保 

1) 電力広域的運営推進機関と容量確保契約の締結に向け、令和８年度の経済的ペナルティのリスク等を適切に検討の

上、メインオークションへ応札を行います。 

2) 仙人発電所１号水車ランナ購入について、令和４年度からの大規模修繕工事に向け、引き続き、受注者とランナ製

作に係る協議打合せ等を行います。 

3) 非 FIT 電源の非化石証書について、毎月の電力量認定及び契約先への証書の受け渡しを適切に行います。 

4) 現在の電力供給契約の相手方に対し、経営状況や県内供給状況の確認などを行い、リスク管理に努めます。 

 

② 経営の効率化 

1) 令和４、５年度の年間作業停止計画について、送配電事業者及びダム管理者など関係機関と協議を行い、２月末ま

でに計画の調整を完了させます。 

2) 業務の効率化のため、来年度以降の年度別事業実施計画（10 か年計画）の見直しについて検討します。 

 

③ 電力の新たな付加価値の検討 

1）簗川発電所及び稲庭高原風力発電所の特定卸供給について、県内の地域新電力を対象とした特定卸供給に関するア

ンケートを実施し、情報収集を行います。  
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２ 工業用水道事業 

（取組の方向性）(１)良質な工業用水の安定供給 

経営目標、参考指標の状況 
 

経営目標  1/4 2/4 上半期 3/4 4/4 年間 達成度 

供給停止件数(件) 
計画 0 0 0 0 0 0 

 Ｄ 
実績 0 0 0 1 (0) (1) 

 

参考指標 参考値 1/4 2/4 上半期 3/4 4/4 年平均 

[参考]工業用水の濁度(度) 0.6 0.5 0.5 0.5 0.6 （0.6） （0.6） 

[参考]工業用水の水素イオン濃度(pH) 7.00 6.98 7.02 7.01 7.02 （7.02） （7.02） 

注）達成度：実績値 / 目標値 × 100 A：100%以上、B：80%以上 100%未満、C：60%以上 80%未満、D：60%未満 

※供給停止件数については、目標値を達成した場合は A、達成しなかった場合は D 

【特記事項】 

1) 令和２年度に漏水事故が発生した北上ろ過施設について、仮設導水管により給水していましたが、令和３年 10 月 

８日に同仮設管から漏水が発生したため、ろ過水の給水が停止しました。 

【給水停止期間：令和 3 年 10 月 8 日～令和 3 年 10 月 18 日】 

取組内容の進捗状況 

 

注）成果状況 a：目標とした成果を達成した b：(複数の取組目標を設定している場合)a 判定のものと c 判定のものが両方ある場合 

c：目標とした成果を達成できなかった 

【特記事項】 

① 施設の強靱化及び大規模災害への備え 

令和３年度に計画している工事等について、概ね計画どおり進捗しています。 

なお、既設浄水場（第三浄水場ほか）配水管盛替工事については、北上市道の払下げの時期の変更により、令和３年

度は取り止めとしました。 

［第二浄水場］ 

・配水管布設（１－２工区）工事  ⇒ R3.8.18 契約、R4.1.28 完成予定 

・天日乾燥床増設（土木）工事   ⇒ R3.8.11 契約、R4.3.15 完成予定 

［第三浄水場］ 

・加圧脱水機更新工事       ⇒ 施工中（工期：R2～R3）、R4.2.28 完成予定 

［北上ろ過］ 

・導水管本復旧工事        ⇒ R3.11.18 契約、R4.3.15 完成予定 

［金ケ崎ろ過］ 

・第二期高圧受電盤設備等更新工事 ⇒ R3.12.23 契約（工期：R3～R4）、R3 機器製作中 

≪既設浄水場配水管分≫ 

［第一浄水場］ 

・配水管布設工事         ⇒ R3.9.27 契約、R4.3 完成予定 

※令和 4 年 4月 1日給水開始予定の新規ユーザー向け配水管布設 

［第三浄水場ほか］ 

・配水管盛替工事         ⇒ 取り止め（R4以降公告予定） 

※北上市道の払下げが後ろ倒しとなることから、当該工事を延期したもの。 

 

  取組内容 進捗 成果   取組内容 進捗 成果 

① ア 旧第三工水中部工業用水道加圧脱水機更新  a ② ア 適切な保守作業の実施  a 

 イ 第二北上中部工業用水道配水管更新  a  イ 適切な水質管理の実施  a 

 ウ 第二北上中部工業用水道天日乾燥床増設  a  ウ トラブル発生時の対応  a 

 エ 金ケ崎ろ過施設（第二期）高圧受電設備等更新  a ③  新技術導入の検討  a 

 オ  第一浄水場・第三浄水場配水管布設  b 

 カ 北上ろ過施設導水管本復旧  a 
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② 適切な保守管理の実施 

1) 維持管理要領に基づき計画的な点検及び委託業務を実施しました。 

沈殿池ほか清掃・定期点検     ⇒  9/15 第二浄水場終了、9/8 第三浄水場終了 

2）令和２・３年度に発生した漏水事故について、仮設管で給水している北上ろ過施設の本復旧に向け、令和３年 11 月

8 日に工事契約を締結しました。 

3) 今年度の各設備の点検結果を踏まえ、年度別事業実施計画（10 か年計画）の見直しを行いました。 

 

③ 新技術の導入 

1) 空中ドローンを活用した建設工事現場の工事写真撮影などを実施し、操作研修（局内）に参加しました。また、空

中ドローンを活用し、建築設備の年次点検を実施しました。 

 

主な課題と今後の対応 

① 施設の強靱化及び大規模災害への備え 

1) 各工事・委託が計画どおりに完了するよう、適切な工程管理に努めていきます。 

 

② 適切な保守管理の実施 

1) 各設備の点検結果や改修工事等の実績を踏まえ、必要に応じて維持管理要領の見直しを行います。 

2) 北上ろ過施設の漏水事故の本復旧工事について、今年度内に完成する見込みです。 
 

③ 新技術の導入 

1) 引き続き、空中ドローンの活用の可能性について検討を行うとともに、新技術の導入や今後の動向について情報収

集等を行います。 
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２ 工業用水道事業 

（取組の方向性）(２)新たな水需要への対応 

経営目標、参考指標の状況 

 

設定なし 

 

取組内容の進捗状況 
 

  取組内容 進捗 成果      

  水需要に応じた施設の整備  a      

注）成果状況 a：目標とした成果を達成した b：(複数の取組目標を設定している場合)a 判定のものと c 判定のものが両方ある場合 

c：目標とした成果を達成できなかった 

【特記事項】 

水需要に応じた施設の整備について、浄水場建設事業及び取水口建設事業は、令和３年度に予定していた主要な工作

物・建築物は大部分が完成し、令和 4 年度の機器据付・試験調整に向け概ね計画どおり進捗しています。 

［浄水場建設事業］➣ 令和 2 年 3 月 27 日に契約締結済 （工期：R1～R4） 

・土木（第一期）工事    ⇒ 現地施工中 

・建築工事         ⇒ 現地施工中 

・建築工事監理業務委託   ⇒ 業務執行中 

・機械設備（第一期）工事  ⇒  機器製作中、一部配管据付 

・電気設備（第一期）工事  ⇒ 機器製作中、一部機器据付 

［取水口建設事業］➣ 順次工事等発注 （工期：R2～R4） 

・取水口建設土木工事    ⇒ 現地施工中 

・取水ポンプ棟建築工事   ⇒ R3.8.24 契約、現地施工中 

・建築工事監理業務委託   ⇒ R3.9.21 契約、業務執行中 

・取水口建設機械設備工事  ⇒ R3.4.12 契約、機器製作中 

・取水口建設電気設備工事  ⇒ R3.3.30 契約、機器製作中 

［配水管布設］➣ 順次工事等発注（工期：R2～R4） ➣ 市道整備や北上工業団地内の用地整備等への対応 

≪新浄水場分≫ 

・配水管布設工事（第 2 工区）⇒ R3.11.4 現地施工完成（工期：R2～R3） 

・配水管布設工事（第１工区）⇒ R3.12.2 契約、現地施工中（工期：R3～R4） 

 

主な課題と今後の対応 

1) 建設工事については、令和５年４月からの一部給水開始に向けて、新浄水場や取水口、配水管の各施工業者との間

で全体工程を随時調整するなど、工事全体の工程及び予算の管理を徹底し、施設・設備等の整備に影響が生じないよう

努めていきます。 

2) 配水管布設工事については、施工個所の交通規制により車両の往来に影響があることから、周辺企業の理解と協力

が得られるよう調整し、整備に影響が生じないよう工事を進めていきます。  
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２ 工業用水道事業 

（取組の方向性）(３)安定的な事業運営 

経営目標、参考指標の状況 
 

経営目標 目標(%) 実績(%) 達成度 

経常収支比率 107 (106) B 

注）達成度：実績値 / 目標値 × 100 A：100%以上、B：80%以上 100%未満、C：60%以上 80%未満、D：60%未満 

【特記事項】 

経常収支比率は、計画策定時に見込んだ給水収益を若干下回ったことから 106%となり、目標は未達となる見込みで

す。 

 

取組内容の進捗状況 
 

  取組内容 進捗 成果   取組内容 進捗 成果 

① ア 業務の効率化  a ② ア 契約水量の維持・増量に向けた取組  a 

 イ 経費の平準化  a  イ 改良費に対する補助金や公営企業債の要望  a 

 ウ 効率的な経営のあり方についての検討  a      

注）成果状況 a：目標とした成果を達成した b：(複数の取組目標を設定している場合)a 判定のものと c 判定のものが両方ある場合 

c：目標とした成果を達成できなかった 

【特記事項】 

① 経営の効率化 

1) 業務の効率化について、同一箇所・同種の工事等を合冊発注し、経費節減に努めました。 

2) 経費の平準化について、年度別事業実施計画を見直し、工事・委託等の費用の平準化を図りました。 

3) 効率的な経営の在り方の検討については、金ケ崎ろ過施設のダウンサイジングによる経費の縮減に向けて、金ケ崎

ろ過施設（第二期）電気設備の更新工事等を実施しています。（R3.12.23 契約済、R3 機器製作） 

 

② 適切な収入の確保 

1) 契約水量の維持・増量に向けた取組として、4 月及び 11～12 月にユーザー訪問を実施し、使用水量の動向などにつ

いて情報交換を行いました。なお、新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により、希望のあったユーザーについ

てはウェブを活用し決算概要説明を実施しました。 

2) 全ユーザー企業を対象に需要量調査を行い、今後の需要量の把握を行いました。 

3) 改良費に対する補助金や公営企業債の要望として、6 月 17 日に政府予算要望を行いました。 

4) 国土強靱化のため、国庫補助金等を活用し、脱水機の増強等を行い、効率的な経営に努めています。 

 

主な課題と今後の対応 

① 経営の効率化 

1) 令和３年４月に事業統合し、改良・修繕・委託に関する長期的な計画にあたり、事業全体で平準化や集中化による

弾力的な運用が可能となったことから、引き続き効率的な工事発注や施設改修等が図られるよう努めていきます。 

2) 令和 5 年度から予定している金ケ崎ろ過施設のダウンサイジング等により、経費削減に努めていきます。 

 

② 適切な収入の確保 

1) 新型コロナウイルス感染症の影響など、ユーザー企業の実使用水量の動向に注視していきます。 

2) 改良費に対する補助金や公営企業債に関する国の動向等に注視しながら、適時適切に国への要望等を行います。 

 

 

 

 

・実使用水量、料金収入、収入、支出の状況については補足説明資料のとおり 
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３ 組織力向上と地域貢献 

（取組の方向性）(１)組織力向上 

経営目標、参考指標の状況 
 

経営目標  1/4 2/4 3/4 4/4 年間 達成度 

第二種電気主任技術者 

新規資格取得者数(人) 

 （※計画期間(R2～R5)累計） 

計画 3 3  

Ａ 

実績 4 4 4 (5) (5) 

第一種ダム水路主任技術者 

新規資格取得者数(人)  

（※計画期間(R2～R5)累計） 

計画 1 1  

Ａ 
実績 0 0 0 (1) (1) 

 

参考指標 参考値 1/4 2/4 上半期 3/4 4/4 年間 

[参考]第一・二種電気主任技術者有資格者数(人) 6 7 7 7 7 (8) (8) 

[参考]第一種ダム水路主任技術者有資格者数(人) 6 6 6 6 6 (7) (7) 

[参考]専門研修受講者数(人) 412 111 127 238 72 (145) (455) 

[参考]職員満足度調査における満足度(%) 79    70  70 

[参考]企業局施設見学者数(人) 1,574 33 29 62 38 (40) (140) 

注）達成度：実績値 / 目標値 × 100 A：100%以上、B：80%以上 100%未満、C：60%以上 80%未満、D：60%未満 

【特記事項】 

1) 第二種電気主任技術者の新規資格取得者数については、実務経験により 2 名が資格を取得する見込みです。 

2) 第一種ダム水路主任技術者の新規資格取得者数については、実務経験により 1 名が資格を取得する見込みです。 

また、資格取得に向けて、県土整備部のダム点検に同行し経験を積む取組みを行っています。 

 

取組内容の進捗状況 
 

  取組内容 進捗 成果   取組内容 進捗 成果 

① ア 職員採用・人事交流と組織体制の整備  a ③ ア ワーク・ライフ・バランスの確保  a 

 イ 有資格者の計画的な確保  a  イ 職場の働きやすさ向上  b 

 ウ 人材育成・技術継承  a  ウ 安全衛生対策の充実  a 

 エ 経営力の強化  a ④ ア 広報活動  a 

② ア 災害への対応体制の確立  a  イ 企業局施設の見学者の受入れ、施設見学会の開催  a 

 イ リスクマネジメント  a      

注）成果状況 a：目標とした成果を達成した b：(複数の取組目標を設定している場合)a 判定のものと c 判定のものが両方ある場合 

c：目標とした成果を達成できなかった 

【特記事項】 

① 人材の確保・育成 

1) リクルート活動の一環として、県内の学校に企業局職員を講師として派遣し、業務説明（5/25、11/25、2/4（予

定））を行いました。 

2) 高校生及び大学生等を対象としたインターンシップ、大学生より見学希望のあった発電所見学会を計画しました

が、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の観点からいずれも中止しました。 

3) 第二種電気主任技術者の資格取得の前提となる第三種電気主任技術者試験に 4 名合格しました。 

4) 研修検討会議において決定した今年度の専門研修実施計画に沿って、研修を実施しました。 

 

② 危機管理対策、リスクマネジメント 

1) 新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため、岩手県企業局新型インフルエンザ等対策業務継続計画（BCP 計

画）を改訂しました。 
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【岩手県企業局新型インフルエンザ等対策業務継続計画実行期間】 

・令和３年７月２日から令和３年 12 月 31 日まで 

・令和４年１月 17 日から令和４年３月 31 日まで（予定） 

2) 災害応急対応訓練について、災害による被害等が発生したことを想定し、被害想定の作成、情報収集・伝達訓練の

災害発生初動期における対応訓練を令和４年１月 19 日に実施しました。 

3) 新型コロナウイルス感染症感染拡大への対応として、運転当直員が感染した場合でも電気の安定供給を確保できる

よう、集中監視制御システム（24 時間運転監視）の操作室を別建屋に増設しました。 

 

③ 職場環境の充実 

1) 新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため、感染が拡大している地域等への出張は慎重に判断することとし、

手洗いや咳エチケットの励行などの基本的な感染防止対策を継続しています。また、新型コロナウイルス感染症感染

拡大防止のほか、子育て・介護等と仕事の両立を図るため、在宅勤務制度の活用や勤務日の割振り変更の弾力化、分

散勤務など、感染リスクの低減や職員の多様な働き方の推進に取り組みました。 

2) 施設総合管理所大物倉庫等建替工事について、建築確認審査に時間を要したことにより、工事発注手続きが遅れた

ため、今年度は工事契約締結までを行う予定です。（再掲） 

 

④ 企業局事業の理解促進 

1) 企業局施設カードの配布及び施設見学者の受入れについて、これまで同様に感染拡大防止対策を徹底した上で、令

和２年 12 月より休止していましたが、国内における新型コロナウイルス感染症感染拡大状況が減少傾向にあること

を踏まえ、令和４年１月から全面的に再開しました。 

2) 企業局施設見学会については、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の観点から、今年度は開催を見合わせるこ

ととしました。 

3) 今年度はウェブ開催となったいわて気候変動チャレンジフェスタ 2021 に参加し、バーチャル出展しました。 

 

主な課題と今後の対応 

① 人材の確保・育成 

1) 職員採用については、積極的なリクルート活動により人材確保に努めるとともに、業務を円滑に推進するため、必要

な組織体制の整備や適正な人員配置に引き続き努めます。 

2) 第二種電気主任技術者や第一種ダム水路主任技術者の資格取得に向けて、局内の支援・奨励による取得者数の更なる

確保・育成を目指します。 

3) 「企業局職員育成ビジョン」に基づき、専門性と経営感覚を備えた意識・能力の高い職員養成に取り組んでいきます。 

 

② 危機管理対策、リスクマネジメントの取組 

1) リスクマネジメントにおいては、新型コロナウイルス感染症への対応も含めて、今年度の各所属におけるリスクの洗

い出し及び対策について取りまとめます。 

2) 災害応急対策マニュアルについては、今後も必要に応じ見直しを行います。 

 

③ 職場環境の充実 

1) 企業局において策定した「企業局働き方改革ロードマップ」を基に、ワーク・ライフ・バランスの確保や働きやすい

職場環境の実現に向けた取組を進めていきます。また、今後の取組推進にあたっては、働き方改革推進員が中心となり、

働きやすい職場環境づくりに係る職員アンケート結果等を踏まえ、職員相互に取組方向を共有しながら、働き方改革の

取組を進めていきます。 

2) 新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため、引き続き、基本的な感染対策の徹底に努めます。 

3) 施設総合管理所大物倉庫等建替工事について、令和４年度の完成を目指し、工事の進捗管理に努めます。（再掲） 
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④ 企業局事業の理解促進 

1) 企業局施設カードの配布及び施設見学者の受入れについて、引き続き、新型コロナウイルス感染症の状況を注視して

いきます。 

2) これまで同様に感染拡大防止対策を徹底した上で、可能な範囲で地域における環境学習機会の提供や企業局の理解

促進を図るための代替策等について検討します。  
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３ 組織力向上と地域貢献 

（取組の方向性）(２)地域貢献 

経営目標、参考指標の状況 
 

経営目標 目標(t 以上/年) 実績(t 以上/年) 達成度 

地域貢献による温室効果ガス削減量 120 以上 (114) B 
 

参考指標 参考値 1/4 2/4 上半期 3/4 4/4 年間 

[参考]クリーンエネルギー導入支援事業の支援金額(千円) 23,000 0 257 257 ０ (29,569) (29,826) 

[参考]クリーンエネルギー導入支援事業の支援件数(件/年) 9 0 1 1 ０ (８) (９) 

[参考]植樹活動支援事業の支援金額(千円) 2,300 1,001 538 1,539 365 (200) (2,104) 

[参考]植樹活動支援事業の支援件数(件/年) 13 6 4 10 ２ (１) (13) 

注）達成度：実績値 / 目標値 × 100 A：100%以上、B：80%以上 100%未満、C：60%以上 80%未満、D：60%未満 

【特記事項】 

地域貢献による温室効果ガス削減量について、クリーンエネルギー導入支援事業では、予定どおりの交付決定となりま 

したが、植樹活動支援事業において２件の中止があり、削減量は 114 t と目標に対し未達となる見込みです。 

 

取組内容の進捗状況 
 

  取組内容 進捗 成果   取組内容 進捗 成果 

① ア 小売電気事業者と連携した取組  a ② ア クリーンエネルギー導入促進事業（市町村等向け補助事業）  a 

 イ 一般会計への繰出し  a  イ 環境保全・クリーンエネルギー導入促進事業向けの一般会計への繰出し  a 

      ウ 市町村等が行う植樹活動への支援  a 

     ③  水素利活用への取組  a 

注）成果状況 a：目標とした成果を達成した b：(複数の取組目標を設定している場合)a 判定のものと c 判定のものが両方ある場合 

c：目標とした成果を達成できなかった 

【特記事項】 

① 電力供給を通じた地域貢献 

1) 平成 30 年度から、東北電力株式会社と連携して取り組んでいるいわて復興パワーによる電気料金の割引について

は、延べ適合事業者数は 778 件となりました。 

2) また、令和 2 年４月１日より、久慈地域エネルギー株式会社と連携し、滝発電所で発電した CO2フリーの電力を供

給する「アマリングリーンでんき」の取組を実施し、契約者数は 33 件となる見込みです。 

3) さらに、令和 2 年６月１日より、東北電力株式会社と連携し、企業局の水力発電所で発電した CO2フリーの電力を

県内企業等に供給する「いわて復興パワー水力プレミアム」の取組を実施し、契約者数は８件となる見込みです。 

 

② 地球温暖化防止に向けた取組 

1) クリーンエネルギー導入支援事業では、市町村等が行う LED 等の設置事業に対して、９件（うち震災復興関連事

業 2 件、台風 10 号関連事業１件）の交付決定を行いました。 

2) 植樹活動支援事業では、15 件の内示を行い、うち２件については新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の観点か

ら中止となりましたが、その他 13 件について、事業を支援しました。うち２件については企業局職員も参加して植

樹活動を行いました。 

 

③ 水素利活用推進プロジェクト 

1) 「環境保全・クリーンエネルギー導入促進積立金」を活用し、令和３年度「水素利活用による再生可能エネルギー

推進事業」への一般会計繰出しによる財政支援を実施しました。 
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主な課題と今後の対応 

① 電力供給を通じた地域貢献 

1) いわて復興パワーによる電気料金の割引及び CO2 フリーの電力を供給する取組については、次期売電契約の相手方

と協議・調整を行い、令和４年度からの取組の継続及び参加事業者の拡大に向けた検討を行います。 

 

② 地球温暖化防止に向けた取組 

1) 植樹活動支援事業については、温室効果ガスの削減目標の達成に向けて、令和５年度の全国植樹祭に向け農林水産

部と連携するなど、次年度以降に向けた取組を進めていきます。 

 

③ 水素利活用推進プロジェクト 

1) 「環境保全・クリーンエネルギー導入促進積立金」を活用し、環境生活部が行う再生可能エネルギー由来の水素を

利活用する取組について、引き続き、検討会議への参加や財政支援などに取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



令和 3 年度 経営評価総括表 [実績見込］ 

17 

【補足説明資料】 

１ 電気事業                                                   

① 供給電力量電源別内訳(百万 kWh)  

  1/4 2/4 上半期 3/4 4/4 年間 

 計画 205 106 311 58 115 484 

水力 実績 222 109 332 77 (92) (501) 

 達成率 108％ 103% 107% 132％ (81％) (103％) 

 計画 13 8 21 14 15 50 

風力 実績 12 10 22 15 (16) (53) 

 達成率 93％ 118% 103% 107％ (105％) (105％) 

 計画 0.47 0.41 0.88 0.24 0.19 1.31 

太陽光 実績 0.55 0.47 1.02 0.28 (0.29) (1.59) 

 達成率 116％ 116% 116% 118％ (148％) (121％) 

 計画 219 115 333 72 130 536 

合計 実績 235 120 355 92 (108) (555) 

 達成率 108% 104% 106% 127% (84%) (104%) 

各項目の数値は、単位未満を四捨五入しているため、表中の数字で計算した場合、合計や達成率が一致しない場合があります。 

② 気象データ(％) 

 1/4 2/4 上半期 3/4 4/4 年間 

出水率 90 67 81 106 (100) (89) 

降水量平年比 113 85 96 116 (100) (102) 

平均風速平年比 94 116 103 92 (100) (99) 

日射量平年比 102 99 100 88 (100) (98) 

 

③ 供給停止※件数の過去平均と原因別比較(件) 

 H22-H30 平均 R2 R3 R4 R5 

人的ミス等 １ 1 2   

設備不良等 ２ 4 (2)   

合計 ３ 5 (4)   

※供給停止：人的ミスや設備不良など、企業局の責による理由で、計画した電力の供給ができないこと 

 

④ 発電所建屋等の耐震化工事(箇所) 

 R1 まで R2 R3 R4 R5 

計画 － 2 2   

実績 16 ２ (1)   

達成率 80% 90％ (95％)   

 

⑤ 電力土木施設の耐震診断(箇所) 

 R1 まで R2 R3 R4 R5 

計画 － 2 5 3 2 

実績 25 ２ (5)   

達成率 68% 73％ (86％)   
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⑥ 電力料収入(百万円、税抜)  

  1/4 2/4 上半期 3/4 4/4 年間 

 予算 1,486 1,402 2,888 1,292 1,334 5,514 

水力 実績 1,520 1,332 2,852 1,276 (1,311) (5,439) 

 達成率 102% 95% 99% 99% (98%) (99%) 

 予算 315 187 502 326 337 1,165 

風力 実績 263 221 484 331 (330) (1,145) 

 達成率 84% 118% 97% 102％ (98％) (98％) 

 予算 17 15 32 10 10 53 

太陽光 実績 20 17 37 10 (10) (57) 

 達成率 113% 115% 114% 99% (100%) (108%) 

 予算 1,818 1,604 3,422 1,628 1,681 6,731 

合計 実績 1,803 1,570 3.373 1,617 (1,651) (6,641) 

 達成率 99% 98% 99% 99% (98%) (99%) 

各項目の数値は、単位未満を四捨五入しているため、表中の数字で計算した場合、合計や達成率が一致しない場合があります。 

 

⑦ 収入・支出の状況(百万円、税抜) 

 予算額 決算額  

経常収益 7,040 (6,898) (経常収益＝電気事業収益－特別利益) 

経常費用 5,912 (5,532) (経常費用＝電気事業費用－特別損失－予備費) 

経常利益 1,128 (1,366) (経常利益＝経常収益－経常費用) 

 

 

２ 工業用水道事業                                                          

① 実使用水量(千㎥、％) 

 1/4 2/4 上半期 3/4 4/4 年間 

計画 2,038 2,061 4,099 2,056 2,140 8,295 

実績 2,000 2,292 4,292 2,227 (1,937) (8,456) 

達成率 98% 111% 104% 108% (91%) (102%) 

 

② 料金収入(百万円、税抜) 

  1/4 2/4 上半期 3/4 4/4 年間 

 予算 145 147 292 147 148 587 

一般給水 実績 146 150 296 152 (146) (594) 

 達成率 100% 102% 101% 103% (99%) (101%) 

 予算 53 54 107 54 52 213 

ろ過給水 実績 53 54 107 51 (51) (209) 

 達成率 100% 100% 100％ 94％ (98％) (98％) 

 予算 198 201 399 201 200 800 

合計 実績 199 204 403 202 (197) (802) 

 達成率 100% 101％ 101％ 100％ (99％) (100％) 

各項目の数値は、単位未満を四捨五入しているため、表中の数字で計算した場合、合計や達成率が一致しない場合があります。 

 

③ 収入・支出の状況(百万円、税抜) 

 予算額 決算額  

経常収益 846 (844) (経常収益＝工業用水道事業収益－特別利益) 

経常費用 842 (796) (経常費用＝工業用水道事業費用－特別損失－予備費) 

経常利益 4 (48) (経常利益＝経常収益－経常費用) 

 



令和３年度　取組内容一覧表

取組内容 今年度の取組目標・成果 取組番号 担当課

ア 年度別事業実施計画に基づく修繕・改良の実施 【仙人】天井クレーン分解点検補修及び改良工事の完成 1 電気

【仙人】水車発電機分解点検補修等工事(R3～R5)の契約締結 県南

【北ノ又】 33kVほかキュービクル更新工事(R3～R5)の契約締結 電気

【北ノ又】配電盤更新工事(R3～R5)の契約締結 総管

【北二】 33kV連絡線更新工事(R3～R5)の契約締結

【松川】水車発電機分解点検補修等工事(R3～R4)の契約締結

【総管】大物倉庫他建替工事（R3～R4）の実施

（建築基準法手続き、工事契約締結、現地工事着手）

土木

総管

【県南】増築等工事の完成 土木

県南

イ 電力土木施設等の長寿命化対策 【岩一】劣化度調査の完了 2 土木

【岩二】劣化度調査の完了 総管

【御所】劣化度調査の完了

【柏台】劣化度調査の完了

・土木担当職員の技術向上を目的とした研修会の開催 土木

・長寿命化を目的とした電力土木施設の点検周期の見直し

ウ-1 耐震化計画の推進（発電所建屋等の耐震化工事） 【御所】耐震化工事の完成
3

土木

総管

【仙人】耐震化工事の契約締結、仮設足場の設置 土木

県南

ウ-2 耐震化計画の推進（電力土木施設の耐震診断） ・４施設（岩洞第一水圧鉄管、大川水路橋、軽松沢鉄管橋、軽松

沢川排砂門ピア）の耐震診断の完了
4

土木

総管

ア 適切な保守作業の実施 ・電気主任技術者による保安指導の実施 （保安パトロール等） 5 電気

・高森高原風力発電所 環境モニタリング事後調査業務委託の完了

・本年度実施予定の工事等に係る河川法手続きの申請許可 土木

・保安規程等に基づく計画的な保守作業の実施

（点検手入れ計画表の点検項目を全て実施）

総管

県南

イ 風水害への備え ・自然災害の危険個所調査の実施（全施設） 6 土木

・台風災害を想定した訓練等の実施 総管

ウ マニュアル等の見直し ・施設更新等に伴う保守要則の改定 7 電気

ア 新技術の導入 ・岩洞第一、四十四田、柏台発電所でのIoT機器実証試験による

新技術導入に係る調査・検討
8

電気

総管

・他事業者における導入事例の調査 土木

イ 発電所遠方監視制御装置のIP化 ・施設総合管理所 集中監視制御システム改修工事（簗川発電所新

設）の完成
9

電気

総管

ア 農業用水の安定供給に向けた機能維持 ・岩洞ダム共有施設の改良工事（国営岩手山麓農業水利事業）の

推進、事業費の適切な管理
10

土木

総管

・胆沢第二発電所共有施設の改修に係る調査設計の完了 土木

・農業用水の安定供給（長期供給支障が無いこと） 総管

・若柳堰堤ゲート自動制御装置更新工事の契約締結、操作卓完成 県南

イ 河川管理者等との連携 ・北上川上流ダム再生事業に伴う発電所への影響確認 11 土木

ウ 発電所共同運転事業者との連携 ・仙人発電所の構内受電系統の見直しに向けた共同運転事業者と

協議・調整
12

電気

県南

・和賀川河川環境保全事業の実施 土木

・電源開発㈱、東北自然エネルギー㈱との共有施設の点検及び工

事に関する調整
県南

分類

１　電気事業

(1)「運転年数100年」を実現するための基盤づくり

① 施設の強靱化及び大規模災害への備え

② 適切な保守管理の実施

③ 新技術の活用

④ 農業用水の安定供給、共同事業者との連携

参考資料１

1
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取組内容 今年度の取組目標・成果 取組番号 担当課分類

ア 簗川発電所の建設 ・簗川発電所 水車発電機等製作据付工事の完成、運転開始

13

電気

土木

総管

・FIT売電契約の締結 電気

・使用前安全管理審査ほか保安手続の完了 総管

イ 新規開発に向けた調査等 ・槻木平地点（真湯測水所）撤去工事の完成 14 土木

・新規開発地点の現地状況の確認

ア 胆沢第二発電所 ・代替放流設備設置工事の契約締結、現地工事着手 15 再開発

・水車発電機基礎構築設計業務の完了

・発電所建屋改修設計業務の完了

・系統連系に係る接続合意（連系契約の成立）

・固定価格買取制度（FIT）の事業計画認定

イ 入畑発電所 ・水車発電機基礎構築設計業務の完了 16 再開発

・系統連系に係る接続合意（連系契約の成立）

・固定価格買取制度（FIT）の事業計画認定

ウ 稲庭高原風力発電所 ・FIT売電契約の締結 17 電気

・新風車に係る機器据付、試験調整の完了、営業運転の開始

・既設風車及び基礎に係る撤去の完了

・電気事業法に基づく工事計画届出事務の完了 再開発

エ 再開発の検討 ・既設発電所の再開発検討業務の完了
18

電気

土木

ア 適正な売電価格の確保 ・非FIT水力発電所の次期売電契約の締結 19 電気

・令和７年度容量確保契約の締結

イ-1 供給電力量の向上に向けた取組（点検周期等見直し） ・複数発電所の故障発生時における対応優先順位の検討（具体的

な課題の抽出）
20 電気

イ-2 供給電力量の向上に向けた取組（高効率機器の導

入）

・仙人発電所　１号ランナ新製工事の契約締結 21 県南

ウ 地域新電力との協働・連携 ・現売電契約による協働・連携の実施

（経営状況、県内供給状況、プロポーザル提案事項の確認）
22 電気

・次期売電契約の公募条件の決定

（地域新電力等との協働・連携に係る提案評価）

電気

企画

ア 業務の効率化 ・技術担当課長会議、保守担当者会議等の実施による技術的課題

の解決や情報共有
23

電気

土木

・年間作業停止計画の策定

（関係機関との調整による発電所の効率的な運用）

電気

総管

イ 経費の平準化 ・長期的な収支を考慮した10か年計画の改定
24

電気

土木

ア 電力の新たな付加価値に関する情報収集等 ・情報収集、調査等の実施・共有

（他県等の状況把握など）
25

電気

企画

① 適正な収入の確保

(2) 再生可能エネルギーの維持拡大

① 新規開発の推進

② 再開発の推進

(3) 経営環境の変化に対応した安定経営

再開発

総管

② 経営の効率化

③ 電力の新たな付加価値の検討

2
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取組内容 今年度の取組目標・成果 取組番号 担当課分類

ア 第三浄水場加圧脱水機更新 ・［機械設備］脱水機製作･据付、補機類据付工事の完成
26

事業

県南

・［電気設備］制御操作盤･CC盤等製作据付工事の完成 事業

県南

イ 第二浄水場配水管布設（1-2工区）工事 ・金ケ崎工業団地内配水管更新工事の完成
27 県南

・造成及び基礎杭工事の完成

・農業用水路付替工事の完成

エ 金ケ崎ろ過施設（第二期）高圧受電設備等更新 ・高圧受電盤･二回線受電切替盤ほか機器製作 29 県南

オ 第一浄水場・第三浄水場配水管布設 ・第一浄水場配水管布設工事の完成
29-1

事業

県南

・第三浄水場配水管盛替え工事の完成 県南

カ 北上ろ過施設導水管本復旧工事 ・工事の完成 29-2 県南

ア 適切な保守作業の実施 ・工業用水道施設維持管理要領の改定 30 事業

・工業用水道施設維持管理要領に基づく各施設の計画的な点検及

び作業等の実施（点検項目を全て実施）
県南

イ 適切な水質管理の実施 ・工業用水道施設維持管理要領に基づく各施設の計画的な水質計

器等の保守管理の実施（点検項目を全て実施）
31 県南

・水質異常に対する訓練等の実施

ウ トラブル発生時の対応 ・トラブル対応訓練の実施 32 県南

ア 新技術導入の検討 ・先進事例等の情報収集・共有 33 県南

施設・設備の整備 ・新北上浄水場及び取水口建設工事の進捗管理 34

・配水管布設工事の施工に関するユーザー及び周辺企業との調整

ア 業務の効率化 ・複数施設の委託業務の合冊発注等による業務の効率化の実施 35 県南

イ 経費の平準化 ・長期的な収支を考慮した年度別事業実施計画の改定
36

事業

県南

ウ 効率的な経営のあり方についての検討 ・水需要の見直しに応じた施設規模の最適化（ﾀﾞｳﾝｻｲｼﾞﾝｸﾞ）の

検討
37

事業

県南

ア 契約水量の維持・増量に向けた取組 ・ユーザー企業への訪問 38 事業

・新規契約・増量企業等の給水手続きの迅速な対応 県南

イ 改良費に対する補助金や公営企業債の要望 ・国庫補助金や公営企業債枠の拡大を国へ要望 39 事業

・企業債の借入等 予経

② 適切な収入の確保

２　工業用水道事業

(1) 良質な工業用水の安定供給

① 施設の強靱化及び大規模災害への備え

② 適切な保守管理の実施

事業

県南

ウ 第二浄水場天日乾燥床増設（土木）工事

　※ 建築物はR4年度に整備予定
28

事業

県南

③ 新技術の活用

(2) 新たな水需要への対応

水需要に応じた施設の整備

(3) 安定的な事業運営

① 経営の効率化
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令和３年度　取組内容一覧表

取組内容 今年度の取組目標・成果 取組番号 担当課分類

ア 職員採用・人事交流と組織体制の整備 ・インターンシップや業務説明等の実施、知事部局等との人事交

流により必要な人材を確保
40 管理

・令和4年度の業務運営に最適な組織体制を確保

イ 有資格者の計画的な確保・育成 ・資格取得の支援・奨励により資格取得者の確保・養成 41 管理

・知事部局等との人事交流を継続し人材を確保

・電験試験等の情報掲載により資格取得を支援 総管

ウ 人材育成・技術継承 ・専門研修実施計画に基づく職場内研修やOJTの実施 42 管理

・外部研修受講の奨励

エ 経営力の強化 ・経営に関する研修、マネジメント支援プログラムの実施 43 管理

ア 災害への対応体制の確立 ・災害応急対応訓練の実施
44

管理

総管

・集中監視制御システム監視卓増設工事の完成

（新型コロナウイルス感染症の感染防止対応）
総管

イ リスクマネジメント ・重要なリスクや対応状況などを経営計画推進会議に報告し、局

内で情報共有
45 企画

ア ワークライフバランスの確保 ・働き方改革に係る取組の実施（テレワーク環境の整備、ICT等

による業務効率化、職員の意識啓発等）
46 管理

・局長等と職員との意見交換会の実施（年７回）

・職員満足度調査の実施

イ 職場の働きやすさ向上 （46と同じ） 47 管理

・施設総合管理所建屋改修計画の方針決定 土木

・発電所等への女性用トイレの整備（御所、北ノ又、柏台） 総管

・【総管】大物倉庫他建替工事（R3～R4）の実施（１の再掲）

（建築基準法手続き、工事契約締結、現地工事着手）

ウ 安全衛生対策の充実 ・夏季、冬季安全パトロールの実施 48 管理

・労働災害無事故の継続

・新型コロナ感染症感染防止対策の実施

ア 広報活動（PRグッズ配布、『みずりん・みどりん』に

よるPR）

・『みずりん・みどりんお知らせ隊』によるイベントへの参加及

びPRグッズの作成・配布などを通じた積極的な情報発信の実施
49 企画

イ 企業局施設での見学者の受入れ、施設見学会の開催 ・新型コロナウイルス感染症への感染状況を考慮し、施設見学会

の実施可否を判断（実施する際は実施方法の検討）
50 企画

・随時の見学者受入れの実施 企画

総管

県南

ア 小売電気事業者と連携した取組 ・いわて復興パワー（電気料金割引）の対象拡大の検討 51 企画

・小売電気事業者及び関係部局と連携したPRの実施

・小売電気事業者と連携したCO2フリーの電力の県内企業等への供給

イ 一般会計への繰出し ・震災復興及びふるさと振興に寄与に向けた、一般会計への繰出

しによる施策の財政的な支援の実施
52 企画

ア クリーンエネルギー導入促進事業

（市町村向け補助事業）

・県内のクリーンエネルギーの導入促進及び普及啓発に向けた市

町村等に対する補助金の交付(9件)
53 企画

イ 環境保全・クリーンエネルギー導入促進事業向けの一

般会計への繰出し

・県内の環境保全やクリーンエネルギーの導入促進に向けた一般

会計への繰出しによりる策の財政的な支援の実施
54 企画

ウ 市町村等が行う植樹活動への支援 ・水源涵養の促進及び環境保全活動を実施する市町村等に対する

苗木の提供や職員参加による支援の実施(13か所）
55 企画

ア 水素利活用への取組 ・県の水素利活用に関する検討会議への参加及び取組の方向性や

今後の動向に関する情報収集の実施
56 企画

(2) 地域貢献

① 電力供給を通じた地域貢献

② 地球温暖化防止に向けた取組

③ 水素利活用推進プロジェクト

３　組織力向上と地域貢献

(1) 組織力向上

① 人材の確保・育成

② 危機管理対策、リスクマネジメントの取組

③ 職場環境の充実

④ 企業局事業の理解促進
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